
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

・平成24年度に策定した「ぎふ木育30年ビジョン」に基づき、ぎふ木育を県民運動化してい
く拠点として令和２年７月に開館した「ぎふ木遊館」において、あらゆる世代の県民の方が
木育を体験できるように木育普及事業を推進する。
・令和７年度は、ぎふ木育の普及と進化を進めるため、周辺施設や企業と連携した木育プロ
グラムの実施、ぎふ木遊館への来館をキッカケとした森林総合教育センター（モリノス）へ
の繋がりを育むプログラムの実施等、県民を都市部から森林に誘う仕組みづくりを継続して
実施する。

0

林政部　ぎふ木遊館　企画運営係 電話番号：058-215-1515(内14)

E-mail：c25111@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 50,421 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名

50,421

50,421

木育拠点運営推進事業費（森林・環境税分）

(前年度予算額： 50,98150,421１ 事 業 費 千円)

0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0

0

0

0

　 ①館内の木育スタッフ運用〔35,457千円〕（R7～R9債務負担契約）
　　 来館者にぎふ木育を伝える木育指導者、来館者の木育とのふれあいを支援するボラン
    ティアを配置し木育を普及する。
   ②木育企画事業の実施〔13,252千円〕
　　 ギャラリー等を活用した県内の木工作家等の作品などの展示や来館者が楽しめる木育
     プログラムを実施するなど、来館者が岐阜県の誇る木と共生する文化を知る機会を提
     供する。
   ③企業・団体を対象としたプログラム〔643千円〕
　 「企業の森」、「ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業」など、森づくり、
   　子育て等に積極的な企業・団体と連携し、ぎふ木遊館を活用したプログラムを実施
　　する。
   ④移動型ぎふ木遊館〔1,069千円〕
　 　ぎふ木遊館職員が木製玩具をもって県内のぎふ木育ひろばを巡り、遊びを通じたぎふ
   　木育の普及啓発を行う。

50,421

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 50,981 0

事業費

50,981

寄附金

0

一　般
財　源

0

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無 無

（２）後年度の財政負担

　第４期　岐阜県森林づくり基本計画
　　　５森林空間等を活用した森林サービス産業の育成による山村振興
　　　(２)「ぎふ木育３０年ビジョン」の実現に向けた「ぎふ木育」の新たな展開

需用費

役務費

（１）各種計画での位置づけ

50,421

事業内容の詳細

委託料

３ 事業費の積算 内訳

　

　「ぎふ木育」の推進に寄与するものであることから、県負担とする。

　ぎふ木遊館における木育の普及のための財政負担（50,000千円程度／年）が必要

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

出展費

事業内容

報償費

旅費

負担金

合計

3,367

709

10

505

42,728

使用料

金額

2,117

985 木育プログラム等講師及び協議会委員会委員費用弁償、業務旅費

木育資材費、協議会会議費　他

通信運搬費、保険料

運営体制整備委託

公用車有料道路使用料、会議室使用料

木育プログラム等講師及び協議会委員会委員謝金



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R2 ) 実績

20,351 52,147

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　常時、木育や岐阜県の多様な森林を体感できる場を提供し、体験等を通じて、森林
を核とした行動・活動を始めようとする「人づくり」を行う。

50,000 50,000 104.3%

指標名
R7年度 R8年度 終期目標
目標 目標 (R8) 達成率

令
和
４
年
度

①　入館者数
50,000

（これまでの取組内容と成果）

・取組内容と成果を記載してください。
　ぎふ木遊館にぎふ木育の指導者やボランティアを配置し、来館者に木育や木と
触れ合う体験を提供した。また、ぎふ木育のさらなる県内展開のため、ぎふ木育
ひろばにおいて移動型ぎふ木遊館を実施した。

令
和 5
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
　ぎふ木遊館にぎふ木育の指導者やボランティアを配置し、来館者に木育や木と
触れ合う体験を提供した。また、ぎふ木育のさらなる県内展開のため、ぎふ木育
ひろばにおいて移動型ぎふ木遊館を実施した。

指標① 目標：30,000人実績： 52,7161人 達成率： 175.7 ％

令
和６
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
　ぎふ木遊館にぎふ木育の指導者やボランティアを配置し、来館者に木育や木と
触れ合う体験を提供した。また、ぎふ木育のさらなる県内展開のため、ぎふ木育
ひろばにおいて移動型ぎふ木遊館を実施した。

指標① 目標：50,000人実績： 52,147人 達成率： 104.3 ％

指標① 目標：30,000人実績： 41,331人 達成率： 137.8 ％



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　ぎふ木育を広く普及推進するため、R6年度は移動型ぎふ木遊館を県内21箇
所で実施することができた。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
「ぎふ木育３０年ビジョン」にある、木に「ふれあう、親しむ」段階を主に担う施設
として、また木育指導者やボランティアとして「参加する、行動する」場として運営
が必要である。また、ぎふ木育全県展開を図るため、各サテライト施設との連携を強
化する。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

ぎふ木育の拠点であるぎふ木遊館を通じて能動的に行動する・関わる人づくりを併せ
て行っていく必要がある。

(評価) 　R6年度は、会館した299日に52,147人の来館があり、１日あたり入館者数
は174.4人となった。前年度の1日あたり173.9人とほぼ同じであり、引き続
き「ぎふ木育」の拠点施設として高いニーズがある。２

(評価) 　アンケートで約99%を超える利用者が満足・やや満足と回答し、利用者の
満足度の高い運営を行うことができた。

２


